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1930年 代の朝鮮における都市の構築 と生成

松 永 達

1は じ め に

大 恐 慌 後,世 界 各国 は再 建 金 本 位 制 を停止 し,管 理 通貨 制度 の も と で ブ ロ ッ

ク経 済 構 築 に乗 り出 した。 こ う して,世 界各 国 に と って大 恐慌 は転 換 点 と な っ

た の であ るが,こ れ は 当時 日本 の植 民地 だ った朝 鮮半 島 に と って も同様 で あ っ

た 。 大 恐 慌 以 前,朝 鮮 へ の資 本 投 入 は主 と して農 業生 産 に 向 け られ て い た 。.し

か しこの 投 資 は朝 鮮 半 島 内部 で は雇 用 を 拡大 させ る こ と な く,逆 に,当 時 の 朝

鮮 農 村 に お け る過 剰 人 口堆 積 の 一 因 とな った 。 が,大 恐慌 後 は様 相 が一 変 した 。

ブ ・ ック経 済 構 築 の開 始 に伴 って朝 鮮 半 島へ の工 業投 資 が 急増 した の に伴 って,

大 量 の過 剰 人 口が 堆 積 して いた 西 南 部 の 米作 地 帯 な どか ら,資 本 が 集 中 して 投

入 され た威 鏡 道 ・京 畿 道 ・平 安 商 道 への 労 働 力移 動 が起 こ った の で あ る。筆 者

は,先 に 発 表 した 「1930年 代 朝 鮮 内労 働 力 移 動 につ い て」(『経 済 論 叢 』第147巻

第1・2・3号,1991年)に て,こ の人 口流 出 入 の 背景 の分 析 を行 うと と も に,

この労 働 力 移動 は,南 西 部 を中 心 と した人 口過 剰 地域 か ら,北 部 の 新興 工 業 地

域 へ の移 動 と京 城 ・平 壌 な どの 既 存 の大 都 市 へ の移 動 の二 つ に そ の 構造 上 区 別

され る こ とを 指 摘 した 。 す なわ ち,前 者 にお い て は,男 性 単身 で の 流 入 が 多 い

こ と,人 口流 入 が 多 数 の 地 域 に 分 散 して 新 しい人 口集 積 地 域 が 群生 した こ と,

一 方 後 者 に お い て は.主 に家 族 単.位で都 市 に流 入 した こ と,既 存 の大 都 市 に 人

口流 入 が 集 中 した こ とが.道 別 ・都 市 別 の レ ベル での 人 口の推 移 の分 析 に よ り

示 され た 。 そ して,こ の背 景 と して,前 者 に お い ては,人 口希 薄 な地 域 に重 工

業 の最:新鋭 の工 場 や 港 湾 施 設 が建 設 され た こ とに示 され る よ うに,既 存 の都 市

の 存在 とは 関 係 な く資 本 が 投 入 され て,か つ都 市 が構 築 され た こ と,一 方 後 者
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にお い て は,消 費 財 産 業 や労 働 集 約型 産 業 の 進 出 に示 され る よ うに,既 存 の都

市 の存在 が 資 本 投 入 の一 条件 とな った こ と,そ の 結 果 都 市 雑 業 層 の急 拡 大 に見

られ る よ うに,旧 来 の ミク μな都 市 内 の分 業体 系 の ブ ロ ック経 済 大 の マ クPな

分 業 の変 化 に伴 っ て変 化 した こ とを示 唆 した 。

しか し この マ ク ロな分 業 の変 化 に 伴 う ミ クロ な都 市 内の 分 業 体 系 の変 化 とは

如 何 な る もの な の か,ま た この マ ク ・な 分 業 の 変 化 に直 結 した 前 者 にお け る都

市 の構 築 とは如 何 な る もの な の か,こ の 問 い に答 え る には,分 析 を都 市 内 の レ

ベ ル で行 う必 要 が あ る。 した が って 本 稿 で は,次 節 にお い て 威 鏡 道 と京 畿 道 の

工 業 化 と人 口流 入 の相 違 を 詳 述 した の ち,京 城 府 で顕 著 に な った 都 市 雑 業 層 の

拡 大 に つ い て検 討 を 加 え る こ とに よ り,京 城 府 膨 張 の解 明 を試 み る。 さ らに30

年 代 後 半 よ り朝 鮮 半 島 で も盛 ん に な った 都 市 計 画 に触 れ るこ とに よ り,朝 鮮 半

島 の都 市 の構 築,及 び変 容 な い し生 成 につ い て 考 察 を試 み た い 。
●

11成 鏡道と人口流入

威鏡道への人 口流入の基礎となったのは急速な重化学工業化の進展であった。

威鏡商道 ・威鏡北道 ともに1930年 代に工業生産額が急増 したが,そ の一方で京

畿道の工業生産額の増加率は,全 体の平均程度であった。 こうして1937年 から

は威鏡商道の生産額が京畿道:を抜いて,朝 鮮で一位 を占めるに至 った。また威

鏡北道の生産額 も1939年 に平安商道を抜いて朝鮮内で三位 となっている。また,

京畿道と威鏡道の工業化の違いは増加率だけでなくその生産の内容にも現われ

ていた。この1930年 代の急速な工業化の大 きな特色は,書 道が特定の工業製品

の生産に特化していたことであった。威鏡道が金属 ・化学工業 といった資源立

地型工業に,ま た京畿道は、繊維などの原料による立地の制約はないが豊富な

労働力を必要とする工業,及 び印刷製本などの都市型工業に特化 していた。

ζのように人 口希薄な北部地域に大規模な化学工場が立地 したのは,直 接的

にはここで安価な電力資源が得 られたが故であった。北部工業化の先駆けとな

った 日空系企業 もこの電力資源を求めて進出した。この日空の化学工場群が立
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地 した の は,上 流 に 大水 力発 電所 を抱 え る河川 の河 口部 に広 が る,威 鏡 商 道 第

二 の都 市 成 典 府 の郊 外 の 田園 地 帯 であ った 。 が,当 然,こ の 化 学 工 場 の立 地 と

この都 市 の 存在 との 問 に 積極 的 な 関 連 は なか っ た。 この 工 場 群 が 展 開 した地 域

に は新 し く興 南 邑が お か れ,人 口が 急 増 し てい くの で あ る1)。

ま た,威 鏡道 へ の 資 本 投 入 は 工 業 投 資 に と どま らなか った 。 旧満 州 国境 に接

して い た 威 鏡 道 は,日 本 に と って 「大 陸 兵 站 基 地 」 と して の 重要 性 が 特 に 高 か

った の であ る。 さ ら に,ブ ロ ック経 済 の進 展 に伴 っ て満 州 へ も工 業投 資 が 増 大

し,満 州 が 円 ブ ロ ッ ク大 の市 場 に 次第 に直 結す るよ うに な る につ れ て,日 本 の

中 央 部 と満 州 を最 短 距 離 で直 結 す る こ とが 意 図 され た 。 こ う して,威 鏡 北 道 と

満 州 を結 ぶ 鉄 道 が建 設 さ れ,威 鏡 北道 北東 部 の 港 湾 は満 州 東 部 地 域 の 外 港 と し

て 新 しい役 割 を持 た され,そ の鉄 道線 上 に 新 し く港 湾 都 市 が 建 設 され る.ように

な った ので あ るg

この よ うに して威 鏡道 で は 短期 間 の うち に,重 化 学 工 業,ま た 工 場 や 港 湾 の

整 備 に基 く建 設 業,お よ び鉄 道 業 務 や 港 湾 作 業 な どの労 働 の需 要 が増 大 した。

しか しそ の需 要 の急 増 を 即座 に賄 うこ とは で きず,こ の地 域 は労 働 力不 足 に悩

ま され て い た とい う2)。 この 地 域 の労 働 需 要 逼 迫 は 朝 鮮 総 督 府 が1932年 か ら朝

鮮 全土 で行 な って い た失 業 調 査 の 結 果 に も現 わ れ て い る。総 督府 当局 が行 な っ

て い た この 種 の 調 査 の絶 対 的 な値 に対 す る信 頼 性 に ば疑 問 が残 る もの の,そ の

値 の 間 の相 対 的 な比 較 は 可能 と考 え られ る。

蓑1の 数 字 を 見 る と,成 鏡 道,特 に威 鏡 北 道 に お い て 失業 率 が 全体 平 均 や 他

道 の数 字 に 比 べ て,一 貫 して 低 い 値 を示 して お り,労 働 力 が 不足 傾 向 に あ った

こ とは 否定 で き ない 。 特 に威 鏡 北 道 の 中心 地 清 津府 の数 字 は 常 に1%前 後 を示

1)旧 雲田面を改称して同時に邑制を布いている。なお,当 時の朝鮮の地方制度の府 ・邑 ・面はそ

れぞれ日本の市 ・町 ・村に大体相当する。人 口増加の数字については,拙 稿 「1930年代朝鮮内労

働力移動について」r経 済論叢』第147巻第1・2・3号,199上年 を参照されたい。

なお,本 稿の地名はすべて当時の呼称を使用している。 「満州」は戦前の中国東北地方,「 京

城」は戦前のソウルを指す、本文ではそれぞれ 「 」は省略 した。また当時から引き続いて現在

も使われている地名も,そ の指す範囲が変化 している場合があるが,本 文中の地名の指す範囲は

すべて当時のものである。

2)資 料⑨,⑩ の記述による。
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表1各 道 都市 部 失 業 率(朝 鮮 人 の み)

全休平均 威鏡北道 成鏡南進 京 畿 道 平安商道

1933

34

35

36

37

11.6

10.0

10,1

8.1

6.3

2.4

4.9

4.6

3.3

1.5

13.1

6.4

4.9

7.4

8.0

15,0

14.4

13.9

9,3

5.5

8.4

6.7

7.9

8.3

9.5

(注)資 料⑦より作成した。ここでの都市部 とは府と邑を含めた数字である。 またこの調査
の対象は男子労働者のみで女子は含まれていない。

して お り,朝 鮮 で も っ と も失 業 率 が 低 い 都 市 で あ った 。 な お.威 鏡 道 と並 ぶ 人

口流 入 地 域 で あ った 京 畿 道 の失 業 率 が全 体 の平 均 よ り高 い の が 注 目 され る。 こ

れ も,威 鏡 道 と京 畿 道 の 人 口流 入 の 基 盤 の相 違 を示 す もの で あ る。 これ に つ い

て は 次 第 で分 析 され る。

こ の よ うな北 部 で の労 働 力不 足 へ の対 応 と して,朝 鮮 総 督 府 はユ934年4月 よ

り労 働 力 移 動 政 策 を開 始 した。 これ は,人 口稠 密 な西 南 部 か ら北 部 地 域 へ労 働

力 を移 動 させ よ う とい う もの で あ ったa>。 これ らの移 住 労 働者 は,主 に北 部 開

発 に伴 う建 設 工 事 に従 事 した 。 しか し これ らの苛 酷 な工 事 に よ り,移 動 先 に お

い て 労 働 者 との 摩 擦 が 頻 発 した こ とは総 督 府 も認 め て い る。 この よ うに 北部 へ

の 労 働 力 移 動 には,直 接 的 にせ よ間 接 的 にせ よ,総 督 府 に よ る強 制 力 が 伴 う も

の で あ った と言 え る。

これ は,人 口集 積 の 結 果 として の 都 市 形 成 に対 して は どの よ うな 力 を 及 ぼ し

た で あ ろ うか 。 ま ず,前 述 の よ うに,北 部 にお け る都 市 の形 成 は,急 激 な人 口

流 入 に もか か わ らず 貧 弱 で あ った 。 北 部 で 人 口3万 以 上 の 邑や 面 が 多数 出現 し

た こ とは,北 部 へ の人 口流 入 が い くつ もの 小 都 市,あ る いは 都 市 とは言 い が た

い人 口集 積 地 域 を生 み 出 した こ と を示 して い る。 そ の 人 口3万 人 以 上 の 邑や 面

の人 口の総 計 は,威 鏡 南 道 で は 既存 の府 の 人 口の 合 計 を上 回 り,威 鏡 北 道 で も.

既 存 の 府 の 人 口 の合 計 に匹 敵 して い た。

この よ うに して群 生 した北 部 の人 口集 積 地 域 の 「都 市 」 構 造 は どの よ うな も

3)資 料⑥の記述による。以下の記述もこの資料による。
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の で あ った の だ ろ うか。 この一 端 は,都 市 内 の 劣 悪 な居 住 環 境 に あ る住 宅 を対

象 に して朝 鮮 総 督 府 が 朝鮮 全 土 で 行 な って い た 調 査 に よ り,あ る程 度 伺 い知 る

とが で き る4)。 この調 査 は,朝 鮮 全 土 の 府 と邑 お よ びそ の 隣 接 地 域 で行 なわ れ.

.調 査 の対 象 とな った住 宅 は,「 土 幕」 と呼 ば れ た 「地 面 を掘 り下 げ 土 壁 と し簡

単 に屋 根 を葺 下 した る原 始 的住 宅」 お よ び 「衛 生 上 有 害 又 は保 安 上 危 険 な りと

認 め ら る る小 屋 掛 の 如 き粗 悪 な る住 宅」 と定 義 付 け られ た 「不 良住 宅 」 で あ っ

た。 この 「土 幕 」 地 区 は,次 姉 で示 さ れ る よ うに,1930年 代 の朝 鮮 内 の労 働 力

移 動 に伴 って 朝 鮮 全 土 の 都 市 部 で 急 拡 大 し,当 時 の朝 鮮 の大 きな社 会 問題 とな

って い た。 この 「土 幕」 住 宅 は,都 市 の 中 の 河 川 敷 や 堤 防 沿 い,官 有 地 の急 傾

斜地 な どに 立 地 して い た 。 これ らの 居 住 者 の 職 業 は,こ の調 査 の分 類 に よ る と,

人夫,農 業,行 商,小 商 人,職 工,そ の 他 の雑 業 とな っ て お り,継 続 的 な雇 用

関 係 の 外 に あ る賃 労 働 や 零 細 自営 業 と考 え られ る ものが 多 い。 こ こ で の 「農

業」 は,自 宅 周 辺 の 河 川 敷,空 地 な どで の一 種 の 「不 法 」 耕 作 の よ う な もの と

推 測 され る。 した が って,こ の 調 査 対 象 者 は,そ の全 て が都 市 雑 業 層`'と は 断

定 で きな い に して も,都 市 雑 業 層 の 大 宗 を示 して い る と考 え られ る。 こ こで そ

の1940年10月 に行 なわ れ た 調 査 結 果 を使 っ て,1930年 代 に朝 鮮 の都 市 で急 拡 大

した 都 市 雑 業 層 の 様 相 を示 してみ るこ と とす る0㌔

ま ず 主 な道 の 「土 幕 」 ・不 良住 宅 戸 数 の 総 数 に 占め る割 合 を見 てみ る と,京

4)そ の調査結果は資料⑤に見ることができる。

5)こ こで都市雑業層とは,継 続的な就業を保証された賃金労働者以外の,小 規模な自営業者(そ

の下で雇用される家族労働者 ・賃金労働者も含む)・ 日雇あるいは短期間に雇用される労働者を

指しており,具体的には,零 細な商店や工場での販売や生産,内 職,行 商,建 設作業,運 送業な
どの職種に従事するものである。この都市雑業層はしば しば 「インフォーマルセ クター」とも呼

ばれている。この表現は都市内の労働を「7ォーマル」と「インフォーマル」に区別するところが

ら来ているが,こ の区別の基準が単純な近代的部門 ・伝統的部門の区別に基づいている傾向があ

ること,様 々な経済活動を単純に二つに分類することが不可能なこと,二 分してそれぞれを分離

して論 じることによりその内部での要素間相互の関係が消失してしまうことに注意が必要である

(Bromly1978・Moser1984)。 この二分法を保持したうえで二つのセクター聞の相互関係の把握

に努める論者 も,そ のセクターの完全な定義が存在 しないことを認めている(Richardson1984).

6)こ の調査の絶対的な値に対する信頼性には,失 業者の調査以上に疑問が存在する。 官有 地 を

「不法」占拠 していた居住者を当局が指定した土地に移転させれば,そ の 「違法」性は消えて調

査対象から外れることが考えられるからである。が,調 査の値の間の相対的な比較はある程度有

効と考えられる。
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畿 道 が 全 土 の 総 数 に 対 し て31.3,平 安 南 道 が15.7%を 占 め る の に対 して,威

鏡 南道 は総 数 に 対 して2.2%,破 鏡 北 道 も3.7%を 占 め る にす ぎな い。 威 鏡 道 は,1

京 畿道 に匹 敵 す る人 口流 入 が 見 られ た もの の,そ れ に伴 う都 市 雑 業 層 の形 成 は

京 畿道 を大 き く下 回 って い た 。それ ば か りか,人 口流 入の 絶 対 数 に おい ては 威鎧

通 を下 回 っ て い た平 安商 道 の 方 が 都 市 雑 業 層 の 形成 では 上 回 って いた の で あ る。

威 鏡 道 と京畿 道 ・平 安 商道 の 人 口流 入 の 形態 が 大 き く相 異 して いた こと は,

前 述 の よ うに,道 人 口の 男 女 比 や 各 道 の 都 市 人 口比 率 の 分 析 に よ り既 に 明 らか

に な っ て い る7)。 この相 違点 が都 市雑 業 層 形成 の相 違 に よ ゆ一 層 明瞭 に な る と

言 え よ う。 威 鏡 道 の都 市 雑業 層形 成 の 低 さは,こ の 地 域 の相 対 的 な豊 か さ を示

し てい る の で は な い 。 も っ と も,こ こで は 一定 期 間 の 継 続 的 な雇 用 に よ る流 入

人 口の 吸収 が可 能 だ った と言 え る か も しれ な い 。 しか しそれ よ り も重 要 な のは,

威 鏡 道 では,都 市 雑 業 層 の存 続 を強 固 にす る条 件 が 生 ま れ な か った こ とで あ ろ

う。 威 鎧 通 へ の人 口流 入 を招 来 した総 督 府 に よ る直 接 的 あ るい は 間接 的 な 強制

力 はそ の条 件 を生 み 出 し得 な か っ た の で あ る。 先 ほ ど見 た威 鏡道 の失 業 率 の相

対 的 な 低 さ の基 盤 も実 際 に こ こに あ る と考 え られ る 。す な わ ち,威 鏡 道 の 場合,

都 市 雑 業 層 が従 事 す るよ うな都 市 で の様 々 な就 業機 会 を 求 め て の,無 秩 序 か つ

自然 発生 的 な労 働 力 移 動 の成 立 が 困難 だ っ た の で あ る。

この こ と は,表2に よ りそれ ぞ れ の地 域 で都 市雑 業層 が担 った 労働 を細 か く

見 て み る と.さ らに 明瞭 とな る。 まず.「 小 商 人 ・行 商 人」 の項 を見 て み る と,

京 畿 道 で 高 く,威 鏡 道 で 低 い 値 を示 し てい る。 特 に威 鏡 北 道 では1%台 の低 い

値 で あ る。 この よ う な零 細 自営 の 商 業 が 成 立 す る に は,あ る程 度 の人 口規 模 を

持 った都 市,す なわ ち人 口が 集 積 して,そ の凝 縮 し た空 間 内 にお いて 既 に分 業

が 進 展 して お り,か っ そ の分 業 が深 化 の 趨 勢 を示 して い る よ うな地 域 が必 要 と

な る と考 え られ る。 威 鏡 道 で は 人 口流 入 が 都 市 の形成 と あ ま り結 びつ いて い な

か った た め に,こ の種 の都 市 雑 業 層 の 存続 を都 市 の場 に お い て 可 能 に す る条 件

が 希 薄 だ っ た と言 え よ う。 ま た,「 職 工 」 の項 も,京 畿道 で 高 く,威 鏡 道 で 低

7)前 掲拙稿 「1930年 代朝鮮内労働 移動につい て」 を参照 されたい。

/
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衷2各 道 の都市 雑業層 の労働 の構成比(1940)
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農業 小商人 行商人 職工 人夫 その他 無職
の雑業

朝鮮 全 体122

京 畿 道7.2

平 安 南 道 ユ8.8

威鏡 商 道11.5

威 鏡 北 道10.0

5,6

6,4

3,8

5,4

1.2

10.0

10,4

7,5

6,7

1,9

10.5

15.6

8,9

1,5

7.9

46.4

47,2

48.3

57,9

56.0

11.6

9.0

10.9

15.1

20,6

8

3

8

9

8

3

4

1

1

1

(注)資 料⑤の 「土幕及不良住宅居住者職業別表」より作成した。原資料の数字は戸数のみで

示されていて,居 住者人口では示されていない。そのため,一 戸の中で複数の種類の労働

がなされていた場合,こ の調査でどのような処理がなされたか不明である。値は小数第二

位 を四捨五入しているため,縦 の一列の合計がユ00にならないときがある。

い 値 を示 して い る。 特 に,目 塞系 の最 新鋭 の 化 学 工 場 が 展 開 した 威 鏡 商 道 では

1%台 の低 い値 で あ る。 この よ うに 「職 工 」 の 項 で 都 市 雑 業 層 の 割 合 が低 い こ

とは,威 鏡 道 の 人 口流 入 が一 定期 間 の 継 続 的 な雇 用 に よ って 吸収 され て しま っ

た こ と,言 い換 え る とそ の 吸 収 を超 え られ なか った こ とを示 して い る。 一 方,

京 畿道 で 「職工 」 の 項 が 高 い こ とは,こ こで の工 業 化 が 目本 か らの直 接 投 資 に

よ る大 ⊥場 の進 出の 枠 に と どま らず,さ らに朝 鮮 の な か で生 まれ た小 経 営 に よ

る工 業 化 の 進 展 も見 られ た こ とを示 して い る と考 え られ る。 これ は,こ の 時期

の 京 畿 道 で の中 小 工 業 の 発 展 に も現 わ れ て い る。 これ は,威 鏡道 で は 生 まれ 得

な か った 新 しい 状 況 で あ った 。

次 い で 「人 夫 」 の 項 を見 て み る と,各 道 と も高 い値 を示 して い る もの の,威

鋪 道 が よ り高 い 値 を示 してい る。 これ は,威 鏡 道 で 都市 雑 業 層 と な り得 た の は,

工 場 や 港 湾 な どの イ ン フ ラス トラ クチ ャ ーの建 設 に従事 す る単純 日雇 い ・臨 時

雇 いの 労 働 者 が 主 で あ った こ とを示 して い る と言 え る。 す なわ ち,こ れ らの労

働 は,「 小 商 人 ・行 商 人 」 の よ うに必 ず し も都 市 の 存在 を必 要 とせ ず に,威 鏡

道 で の総 督 府 に よ る基 盤 整 備 に依 存 した形 で新 興 人 口集 積地 域 で成 立 し得 た の

で あ っ た。 さ らに,表 の最 後 の 「そ の 他 の 雑業 」 の 項 目は,具 体 的 に どの よ う

な労 働 を指 す の か原 資料 で は述 べ られ て い ない 。 こ こ には 多 種 多 様 な労 働 が 含

まれ て い る と考 え られ るが,一 般 的 に 言 って,都 市 雑 業 層 の従 事 す る各 種 の労
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働 の な か で この 調査 の分 類 以 外 に 大 き な比 重 を 占め るの は運 送 業 で あ る。 この

調 査 で も,こ の項 目の数 字 が 京 畿 道 に 比 べ て 破 鏡 道 で高 い値 を示 して い る こ と

か ら,鉄 道 や港 湾 作 業 に 関 す る労 働 が 大 き な比 重 で 含 まれ て い る可 能 性 が あ る 。

こ の労 働 も,先 程 の 「人 夫 」 と同 じ く,成 鏡 道 での 総 督 府 に よ る基 盤 整 備 に依

存 した 形 で成 立 した 労 働 で あ った 。

以 上 の分 析 に よっ て威 鏡 道 へ の 人 口流 入 の 特 色 が 明 らか と な っ た。1930年 代

に は 京 畿 道 に匹 敵 す る規 模 の人 口流入 が見 られ た威 鏡 道 であ るが,そ の人 口流

入 の基 盤 は ま っ た く異 な った もの で あ った 。既 に,男 性 の単 身 の 流 入 が 多 か っ

た こ と,流 入 人 口が 一 定 の地 域 に 集 中 せず に 多 数 の 地 域 に分 散 し て集 積 し た結

果,新 興 人 口集 積 地 域 が 群 生 した こと が示 され て い た。 これ は各 地 に 分 散 して

重 化 学 工 場 や港 湾 が建 設 され た 結 果 で あ っ た。 す な わ ち,威 鏡 道 へ の 労働 力流

入 は,総 督 府 な どに よ る強 制 力 に よ っ て創 出 され た 雇 用 を超 える こ とは な か っ

た 。 都 市 の形 成 が貧 弱 だ った た め,都 市 雑 業 層 の労 働 も,商 業 に類 す る業 種 の

比 重 が 低 く,総 督 府 が行 な った港 湾 ・鉄 道整 備 に依 存 し た形 で成 立 した建 設,

土 木,さ ら には 運 輸 に類 す る業 種 の比 重 が 高 か った。

この よ うに,威 鏡 道 へ の人 口流 入 の基 盤 は,現 地 の 既 存 の 分 業 体 系 とは 無 関

係 に ま った く新 し く現 わ れ た の で あ っ た。 そ して そ れ は,そ の 基 盤 を もた らし

た強 制 力 の 背 景 に あ った 直 接 的 な意 図 を超 え る もの で ば な か った。 す なわ ち,

こ こで は そ の 政 策 が 意 図 した 工 業 化 と都 市 建 設 が,現 地 の既 存 の分 業 体 系 に よ

っ て乱 され る こ とは,相 対 的 に 少 なか った 。 しか し,京 畿 道 で は,そ の様 相 は

威 鏡 道 とは異 な って い た 。 以下,皿 節 にお い て,こ の京 城 府 を中 心 と した京 畿

道 の 人 口流 入 の特 徴 の分 析 を試 み る。

III都 市の生成と構築

1930年 代盛 ん に な った 朝 鮮 内労 働 力 移 動 に お い て,最 も人 口 を吸収 した の は

京畿 道 で あ った。1940年 の京 畿道 の都 市人 口比 率 は41.1%で あ った が,京 城

府 だ け で 京畿 道 の 人 口の32,7%を 占 め て い た 。京 城府 は朝 鮮総 督府 や 朝 鮮 銀 行
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本 店 が 置 か れ て 日本 の 植 民 地 支 配 の 中枢 と して機 能 して お り,朝 鮮 の なか で 最:

も多 くの 日本 人 が 住 ん でい た 都 市 で あ っ た。 しか し朝 鮮 内 での 労 働 力 移 動 が 活

発 に な って 京 城 府 の 人 口が 急 増 して か らは.京 城 府 在 住 の 日本 人 人 口は 絶 対 数

は 増 加 して い た もの の,府 全 体 の人 口に 占め る割 合 は1932年 の27.9%,1935年

の28.0%か ら1940年 には16.2%に 急 低下 した8)。

この よ うな京 城 府 の膨 張 は,周 辺 地 域 に も拡 大 した 。 京 城 府 か ら40キ ロ程 離

れ た 京 城 府 の 外 港 の 仁 川 府 の人 口 も急 増 した が,さ ら に こ こで重 視 され ね ぼ な

ら ない のは,京 城 府 に隣 接 した 邑 ・面 の人 口 の急 増 で あ る。 表3に は,京 城 府

に 隣 接 して い た 全 て の 「面 」 及 び,近 郊 の始 興 郡 永 豊 浦 邑 ・東 面 の 人 口の推 移

を示 して い る。 表 を見 る と,周 辺 地 域 の面 ・邑 の人 口増 加 率 は,ど れ も京 城 府

や 京 畿 道 の 人 口増 加 率 を大 き く上 回 って い る こ とが わ か る。 さ らに,周 辺 地 域

の 人 口の 合 計 を見 て み る と,そ の増 加 率 は大 き く京城 府 を上 回 るだ けで な く,

そ の人 口の絶 対 数 は 京 城 府 よ り も少 な い に もか か わ らず,そ の五 年 間 の 増 加 数

自体 も京 城府 の そ れ を大 き く上 回 っ て い る こ とが わ か る。 この こ とは,1930年

表3京 城府周 辺地域 人 口推移

1930 19355年 間 の増加率(%)

(京城府

(京畿道

高場郡龍江面

延禧面

恩平面

崇仁面

漢芝面

始興郡永豊浦邑

北 面

東 面

394,240

2,157,413

45,040

ユ4,806

9,226

30,895

49,299

8,420

13,333

6,583

444,098

2,451,691

69,934

20,464

U,349

51,851

73,879

ユ5,460

ユ9,068

8,034

12.6)

13.6)

55,3

38,2

23.0

67,8

49.9

83.6

43.0

22,0

周辺地域合計 177,602 270,039 52.0

(注)資 料㈲ よ り作成 した。 増加率ぱ小数点第二位 で四捨五入 して ある。京城 府の1930年 ・

1935年 の数 字は調査当時の行政区域 の人 口であ る。

8)資 料(1)よ り算 出 した。数字 は小数 点第二位:で四捨五入 してある。
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代 前半 の京 城 へ の人 口流 入 は,そ の府 外 の 周辺 地 域 に よ って 吸収 され た こ と を

示 して い る。 この地 域 は,既 存 の 都 市 の拡 大 に伴 っ て人 口が 流 入 した の で あ り,

威 鏡 道 に見 られ た よ うな 中小 の人 口集 積地 域 の 空 間 的 に 断続 した発 生 とは 区別

され る。 これ は 同時 に,京 城 府 の 拡大 を見 る と き,そ の 行 政 区 域 の枠 に と らわ

れ ては な ら ない こと を示 して い る。

この よ うに人 口増 が,旧 来 の植 民地 期 初 期 か らの 府 城 の殻 を破 って,府 外 の

周 辺 地 域 に及 ん だ こ とを どの よ うに把 握 す るか が 重 要 で あ ろ う。 当然,こ れは

「朝 鮮 の 自生 的 発 展 」 とは離 れ た と こ ろで 存在 した 。 日本 の 植 民 地 支 配 は 「朝

鮮 の 自生 的 発 展 」 の道 を 閉 ざ して しま った の は 事 実 であ った 。 しか し,「 朝 鮮

の 自生 的 発 展 」 の道 を閉 ざ した 「日本 帝 国 主義 に よ る収 奪 と抑 圧 」 を強 調 す る

視 点 は,植 民 地 時代 の朝 鮮 を 把握 す る と き に必 要 な 視 点 であ る ものの,現 実 に

対 す る把 握 が 静 態 的 に な る傾 向 が あ り,こ の動 態 的 な動 き を把 握 す る には 十 分

で は な い の では ない か と思 わ れ る。 植 民地 時代 の朝 鮮 が 停 滞 した まま 続 い た の

な らば,京 城 府 も昔 の城 壁 の 域 を大 き く超 え る こ とは な か った と考 え られ る9)

しか し,1930年 代 前 半 に京 城 府 の周 辺 地 域 で人 口が急 増 した 結果,表3で 示 さ

れ た面 ・邑 の 全 域 又 は一 部 が1936年4月 に 京城 府 に 合併 され,府 城 は 大 幅 に拡

張 した の で あ るm。 これ らに示 され る京 城 府 の膨 張 を把 握 し,そ の 持 つ意 味 を

問 うに は.そ の 人 口 が急 増 した周 辺 地 域 の構 造 を把 握 す る こ とが 必要 と考 え ら

れ る。

まず,こ の京 城府 周 辺 地 域 の人 口の 男女 比 を 見 て み る と,い ず れ の 地 域 も京

城 府 と同 じ く,100を 少 し超 え る程 度 で,著 しい 男性 人 口の超 過 な どは 見 られ な

い 。 も っと も,こ れ だ け で は,京 城府 周 辺 地 域 では 家 族 単位 の移 動 に よっ て人

口 が流 入 した と性 急 に断 定 す る こ とは で き ない 。 朝 鮮 の なか で京 畿道 が特 化 し

9)既 に封建 時代か ら一部城外地 区に職人 な どの 「常民階級」が居住 していた(洪 よ983)。 また,

ユ936年の府 城拡 張以前の京城府 の府城 も,南 西部な どで一部城壁 の外 の地 域を含んでいた。が,

資料(4>による と,1936年 の府城拡 張に よって京坂府の面積 はそれまでの3,8借 に増加 した。

10)京 城府 に合併 したのは,漢 芝 ・龍江 ・永豊 浦の各面の全域,崇 仁 ・思平 ・延 禧 ・北 の各面の主

要地域 東 面及 び金浦郡陽東面 の一部の地域 である。
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て い た 工 業 生 産 の一 つ に繊 維 産 業 が あ り,こ の生 産 工 場 は,京 城 府 周 辺地 域 に

も立 地 して い た。 ユ933年 の調 査 に よ る と,従 業 員200人 以上 の繊 維 関 連 の 工 場

は 京 城 府 内 に4工 場,そ し て郊 外 に も高 揚 郡延 禧 面 と始 興 郡 永 豊 浦 邑 に2工 場

が 進 出 して い たm。 これ らの工 場 の 労働 者 は,当 然 女 工 の割 合 が 高か った と思

わ れ る。 したが って,こ の よ うな 比較 的 狭 い 単 位 で は,男 女 比 人 口が 均 衡 して

い て も,単 身 者 が 多数 を 占 め て い る可 能 性 が 考 え られ る。

これ ら繊 維 関 連 の工 場 以 外 に も多 くの 工場 が この 郊 外 地 域 に進 出 して い た。

繊 維 関 連 以 外 の従 業.員200人 以 上 の工 場 の うち,京 城 府 内 には ゴ ム と印刷 の2

つ の工 場 が あ っ た の に対 して,永 登 浦 邑に は機 械 ・窒 業 ・化 学 の3っ の工 場 が

進 出 して い た。 この よ う に京 城 府 の 周 辺 地 域 に も大 資 本 の工 場 が 進 出 した の は,

京 城 府 内 で は十 分 な 広 さの工 場 用 地 が 得 られ な か っ たた め,あ る い は 京城 府 内

よ り安 価 な土 地 が得 られ た た めで あ った 。 京 城 府 周 辺地 域 で の人 口増 加 の 要 因

と して,こ れ らの工 場 進 出 が もた らし た側 面 も考 え られ る。 これ は,資 源 立地

型 産 業 と労 働 集 約 型 あ るい は 消 費 財 産 業 の 違 い は あ る もの の,威 鏡道 に人 口増

加 を もた ら した要 因 と類 似 す る側 面 で あ る。 しか し,次 に示 され るよ うに,こ

れ は この地 域 の人 口増 加 の要 因 と して は一 部 を為 す にす ぎな い の で あ る。

京 城 府 周 辺地 域 の 人 口急 増 につ いて 各 面 ・邑 の中 で さ らに細 か く地 区 ご とに

見 て み る と,各 面 ・邑の なか で も さ ら に,人 口 が激 増 して い る地 区 と さほ ど人

口増 を 見 せ て い ない 地 区 が あ るの かが わか る12)。資 料 の制 約 に よ り,前 掲 の表

とや や 時期 が ず れ る もの の,1928年 か ら1933年 ま で の 問 に人 口増 加率 が70%を

超 え る地 区 は,高 揚 郡 龍 江 ・延 徳 ・恩 平 ・崇仁 ・漢 芝 の 各 面 の 全88地 区 の う

ち,13地 区 を数 え る。 こ の うち6地 区 は増 加率 が100%を 超 えて い る。 しか し、

この 資 料 に は統 計 数 字 が 単 に掲 げ て あ るだ け で,こ れ らの 各 地 区 で この よ うに

人 口が 激 増 した 要 因 につ いて は記 述 され て い な い。 が,こ れ らの 各面 が 京 城 府

に 合 併 した あ と の1940年 に行 な われ た 「土幕 」 地 区 の 調査 報告 の な か に,上

U)資 料②の 「工場表」 による。

12)以 下,各 面 ・邑 内の地区別人 口の叙述 は資 料②に よる。
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の 増 加 率70%超 の13地 区 の うち7地 区 の,そ して 増 加 率 が100%超 の6地 区 の う

ち4地 区 の 地名 が,京 城 府 内 の代 表 的 な 「土 幕」 地 区 と して 現 わ れ て い る18)、

そ して,こ れ ら の地 区 で の居 住 年 数 の 調査 を見 る と,1940年 の 調 査 時 点 で 居 住

年 数5年 未 満 の 居住 者 が.ヒ ・八 割 を 占 め る もの の,い ず れ の 地 区 で も居住 年 数

5～10年 の 居住 者 も二,三 割 を 占 めて い る 。これ に よ り,こ の1940年 調 査 の 「土

幕 」 地 区 は,1930年 代 前 半 か ら連 続 して存 在 して い る こ とが わ か る。 こ う して,

1930年 代前 半 に 人 口が 急 増 し た13地 区 の う ち7地 区 は 「土 幕」 地 区 で あ った こ

とが わ か る。 こ こで,そ の7つ の 「土 幕」 地 区 の分 析 を 試 み る こ とに す る。

表4に は,各 面 の 人 口増 加 数 に 「土 幕」 地 区 が 占 め る 割合 を示 して い る。 数

表4京 城府周辺地域 「土幕」地 区人 口増 加

鱒 謙 欝 ㈹ 「土幕」地剛 ㈲船 晶鱒 ◎ ◎/㈹

龍江面

崇仁面

漢芝面

延禧面

恩平面

20756

14612

16506

4434

1105

2

4

1

0

0

15923

8395

8506

0.77

0.57

0.52

(注)資 料②より作成 した。◎/㈹の値は小数点第三位で四拾五入してある。

字 を厳 密 な もの にす るに は,人 口増 を 自然 増 と社 会 増 に 区別 す る必要 が あ るが,

こ こで は資 料 の 制約 に よ りそ の区 別 し た値 を示 す こ とが で きな い 。 しか し,こ

れ で も人 口増 に 「土 幕」 地 区 が 占 め る割 合 が高 い こ と,ま た人 口増 加 数 が 少 な

い 「面 」 に は 「土 幕 」 地 区 が 存在 して い な い こ とを示 す こ とは で きよ う。 「土

幕 」 地 区 と して 報 告 され た地 区 の全 域 が 「土 幕 」 集 落 か ら成 り立.って い た わ け

で は な い で あ ろ うが,1930年 代 前 半 の 京 城 府 周 辺地 域 の 人 口増 加 は都 市雑 業層

に よっ て 吸収 さ れ た 側面 が 強 か った こ とば 示 され る。 あ るい は,流 入 人 口の 多

くが,都 市 雑 業 層 と して 存立 を余 儀 な くされ た と言 うべ きで あ ろ う。

これ ら 「土 幕 」 地 区 は 京城 府 を 取 り囲 む よ う なか た ち で位 置 し て い た。 京 城

ユ3)資 料 ③の中で報告 されてい る。併合 以前の旧地区の地 名 と併合後 の新地名の対照は,京 城府 の

月刊の広報の資料 ④に よって厳 密 に行 った。
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府 を中 心 と して 見 る と,龍 江 面 の2地 区 は そ の西 部 に,崇 仁 面 の4地 区 の うち

3地 区 は 東部,1地 区 は 北 東 部,そ して漢 芝 面 の1地 区 は 南 西 部 に出 現 し てい

る。 そ して,こ れ らの 地 区 は み な,府 域 拡 張 前 の京 城 府 と各 面 の 境 界線 の す ぐ

外 に位 置 して い た 。 京 城 府 の 北 東 の東 小 門 外 や 束 の東 大 門外 に 「土 幕 」 地 区 が

出 現 した こ とは,封 建 時 代 か らの京 城 の境 界 を破 壊 す る もの と して 象 徴 的 と言

え る。 す なわ ち,こ の 京 城 府 の拡 大 は,都 市 雑 業 層 の増 大 と共 に新 た な空 間 が

生成 して 階 層 化 ・差 別 化 が 進 展 して い く過 程 で あ った 。 そ して,こ の 都 市 雑 業

層 の 存 在 は,植 民 地 都 市 京 城 府 の存 立 に と って 必 要 不 可 欠 な もの とな り,そ れ

と一 体 化 した の で あ る。 こ う して,こ の都 市 雑 業 層 が 卓越 し てい た地 域 も京 城

府 に編 入 され た の で あ る。

ここで,表1で 示 され た,京 畿道 都 市部 の比 較 的 高 い 失 業 率 の説 明 も可 能 に

な る。 威 鏡 道 の失 業 率 の低 さ は,威 鏡 道 へ の人 口流 入 が,総 督 府 に よ る直 接 的

ま たは 間 接 的 な強 制 力 に よ って 呼 び寄 せ られ た にす ぎ なか っ たた め で あ っ た。

こ こで言 う強 制 力 に は,間 接 的 な,大 資本 の 工場 で の労 働 か ら,よ り直 接 的 な

1939年 か ら始 ま った軍 需 生 産 の た め の強 制 動 員 まで 含 ま れ るが,京 畿 道 の場 合,

人 口流 入 の要 因 と して は この側 面 は小 さい と考 え られ る。 京 畿 道 にお いて,人

口流 人 が 激 しか った一 方 で失 業 率 が 全体 平 均 を上 回 る高 い値 を示 した こと は,

先 に見 た よ うに流 入 人 口の 多 くが都 市 雑 業 層 と して 存 立 を余 儀 な くされ た こ と

と関 わ って い る14〕。 これ は,労 働 力 需要 を上 回 る農 村 か らの 労 働 力 の無 制 限供

給 の結 果,そ の超 過 分 が失 業 者 や都 市 雑 業 層 と して 存在 した と言 うこ と もで き

る。 こ こで重 要 な の は,な ぜ そ の よ う な都 市 雑 業 層 と し ての 就 業 形 態 の継続 が,

こ の時 期 に な っ て この場 で可 能 に な った か とい うこ とで あ る。 これ は,な.ぜ,

京 畿 道 の失 業 率 が 全 体 平 均 を上 回 って い た に もか か わ らず,京 畿 道 へ の激 しい

人 口流 入 が 続 い たか とい う こ とに もつ なが る。 労 働 力 の 無 制 限 供 給 を もっ て後

者 に対 す る答 え とす るの は十 分 で な い と考 え られ る。 こ こで,こ の京 城 府 の都

14)議 論を厳密にするには京畿道でなく京城府の失業率の数字が必要であるが,そ の単独の数字が

資料(7)に示されているのぽユ935年のみである。それによると京競道都市部全体での失業率が12.9

%で あるのに対して京城府は20.7%で ある(朝 鮮人のみ)。
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市 雑 業 層 に よ って担 わ れ た労 働 の様 相 を把 握 す る こ とが 必 要 とな る。

京 坂 府 城 拡 大 後 の1940年 に京 城 帝大 が 行 な っ た 「土 幕 」 地 区 の調 査 報 告 に は,

京 城 府 の都 市 雑 業 層 の様 相 が詳 述 され て い る。 まず,そ の人 口の実 数 を そ の報

告 に よ り示 す と表5の よ うに な る15)。 この うち1935～1937に 「上 幕」 地 区 人 口.

が 減 少 して い るの は,京 城 府 が府 内の 一 部 の 「土 幕 民」 を府 の指 定 し た土 地 に

収 容 した た め で あ る。1940年 末 現在 の 京 城 府 に よ る 『収 容 「土 幕 民」』は16,334

人 に達 した。 これ に よ っ て 「土 幕 民」 の 「不 法 」 土 地 占拠 が 消 失 した と して も,

そ の 「土 幕 民」 が担 って い た 労働 や 貧 困 が 変 化 した わけ では な い。 したが って,

この資 料 も述 べ て い る よ うに,1940年 の 実 質 的 な 「土 幕 民 」 の人 口は約36,000

人 で あ り,こ れ は 当 時 の 京 城 府 の 総 人 口の4%弱 に達 してい る。

表5京 城府 内 「土幕民」人 口推移

1931

5,092

1933

12,478

1935

17,320

1937

14,993

ユ939

20,991人

出典=資 料③

したが っ て,京 城 府 の都 市 雑 業 層 は,1930年 代 に一 貫 して 拡 大 した と言 う こ

とが で き る。 そ れ で は これ は どの よ う に拡 大 し てい った の で あ ろ うか 。「土 幕」

地 区在 住556戸 対 象 調 査 に よ る と,在 住 者 の 本籍 地 は,京 城 府 以 外 の 京 畿 道 郡

部 と忠 清 道 な どの 周辺 諸道 が 多 か った 。 京 城 府 が 本 籍 地 の人 は全 体 の22%で あ

っ た が,こ の人 た ちの 中 には 離 村後 京 城 府 に転 籍 し た人 が少 な くない と述 べ ら

れ て の り,在 住 者 は全 体 的 に 京 城府 以 外 の 出 身 が 多 い こ とが わか る。 さ らに,

在 住 者 の 前住 地 は,京 城 府 の 他 の 「土 幕」 地 区47%,京 城 府 以外36%と な 一フて

お り,後 者 の数 字 に よ り農 村 か らの新 規 流 入 が 大 き い こ とが わ か る。 京 城 府 の

非 「土 幕」 地 区:を前 住 地 とす る人 は17%で あ った が,こ れ も,い った んぱ 京 城

府 の非 「土 幕」地 区 に 間借 な どで居 住 した農 村 出 身者 が 「漸 次 窮迫 の度 を 加 え」

た結 果,「 土 幕 」 地 区 に転 じた 場 合 が 少 な くな い と述 べ られ てお り,都 市 雑 業

ユ5)以 下の記述は資料(3>による。鬼 は小数点第一位で四捨五 入してあ り,合 計.が100に ならない場

合が ある。

耳

フ
綻
壽

弾

藍

,7

壷(i
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層 が 京 城 府 内 で 自生 的 に発 展 した の で は な く,人 口流 入 が も とに な って 形 成 さ

れ た 側面 が大 きい こ とが わ か る。

また,世 帯 主 の前 職 業 を 見 る と,農 業 が41%,単 純 肉体 労 働 が24%,行 商 が

7%と な っ て お り,残 りは六 十 以上 の種 々雑 多 な職 業 で 占 め られ で い る。 これ

らの 中 に は.会 社 勤 めや 官 庁 勤 め,熟 練 工 な どの比 較 的 安定 した 雇 用 が保 証 さ

れ る労 働 も一 部 見 受 け られ る もの の,大 部 分 の前 職 業 は農 業 及 び 都 市 雑 業 層 に

含 まれ る職 業 とい う こ とが で き る。 この前 職 業 とは,「 土 幕」 地 区居 住 以 前 の

職 業 で な く,漠 然 と 「以 前 の職 業 」 を指 して い る。 これ らの数 字 に よ り,都 市

雑 業 層 の 内部 お よ び農 村 との 間 の流 動 が激 しい一 方 で,都 市 内 の継 続 的 な 雇 用

が保 証 され た 階 層 との間 の流 動 性 が 比 較 的 小 さ い こ とが わ か る。 これ は,こ の

階 層 の規 模 が,人 口急 増 が 始 ま っ たば か りの この都 市 に お い て は,都 市 雑 業 層

との 間 の 流動 で大 き な位 置 を 占 め る ほ どで は なか っ た た め と考 え られ る。

そ して在 住 者 の 現住 地 で の居 住 年 数 を見 る と,10年 以 上 は全 体 の3弩,5～

10年 がユ7%,3～5年 が25%,1～3年 が32%.1年 未 満 が24%で あ り,他 の

「土 幕」 地 区 との 流動 性 を考慮 に入 れ て も,都 市 雑 業 層 が1930年 代 に急 拡 大 し

た こ とが わか る。

そ して,世 帯主 の う ちで 農業 の経 験 者 は全 体 の65%で あ っ た。 この う ち,元

小作 農 の 占 め る割 合 は,朝 鮮 全 体 の 農家 に小 作農 が 占 め る割 合 よ り も高 く,そ

の一 方 で元 自作 ・自小 作農 の 占 め る割合 は 朝 鮮 全 体 の 割合 よ り も低 く,農 村 の

貧 困 が都 市 雑 業層 の発 生 と深 く結 びつ い て い る こ とが わ か る。 これ ら の農 村 出

身 者 の多 くは,離 村 の 際 に 自作 地 は 売却 し.小 作 地 は 地主 に返 却 して親 族 に小

作 権 を譲 渡 す る な どで農 業 を放 棄 してお り,家 族 の一 部 が 村 に 残 って農 業 を続

けて い る人 は 少 な い。 す な わ ち,こ の 「土 幕 」 地 区 の居 住 者 の農 村 か ら都市 へ

の 移動 は,そ の 多 くが 出 稼 ぎで は な く.永 続 的 な一 家 挙 村 で あ った と言 え よ う。

そ れ で は,こ の 「土 幕」 地 区 居 住 者 が 従 事 した 労 働 は どの よ うな もの で あ っ

た の だ ろ うか 。 この 調査 報 告 に よ る と,ま ず 労 働 者 全 体 の うち 男子 の比 重 が 圧

倒 的 に高 く.女 子労 働 者 数 は 男 子 の10%程 度 にす ぎ な い。 そ して全 体 の労 働 の
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種類 を見 る と,土 木 作 業 ・運 搬 人 夫 ・清 掃 人 夫 な どの 日雇 肉体 労働 が 最 も多 く

全 体 の40%以 上 を 占 め る。 次 い で各 種 職 工 ・職 人 が20%を 占 め て い る。 これ に

は さ ま ざ ま な手 工 業 の労 働 者 や,大 工 ・左 官 な どが 含 ま れ るが,「 俄 か 仕 立 て

の未 熟」 で熟 練 度 は低 い と述 べ られ て い る。 後 者 は,京 城府 膨 張 に 伴 う住 宅建

設 の急 増 に伴 っ て需 要 が拡 大 した労 働 で あ る。 次 に 多 い の が 行 商 ・商 人 で15%

を 占 め る。 これ も行 商 や 露 店 商 が 中心 で,一 軒 の店 を構 え る者 は 少 な く,そ の

多 くは住 居 の一 部 を改 造 した 「土 幕 民」 相 手 の 商 売 とな って い る。 この ほ か 種

々 の労 働 が 見 られ るが,ど れ も正 式 の 雇 用 関 係 に基 づ く と見 られ る もの は 数 少

な く,ほ とん どは都 市 雑 業 層 と して 一 括 で き る。 そ して 以 上 に見 られ る労 働 は

いず れ も,一 般 の朝 鮮 人労 働 者 以 下 の 低 賃 金 労 働 で あ った 。 当 時 の 京 城 府 の 朝

鮮 人 熟 練 工 の 日給 が2円60～70銭,日 本 人熟 練 工 が3円50～60銭 で あ った の に

対 して,「 土 幕」 地 区 労働 者 の 賃 金 は,そ れ ぞ れ の 業 種 別 の 平 均 で 日給1円 ～

1円60銭 で あ り,90%以 上 の 人 の 一 日の 収 入 が2円 未 満 で あ った16》。

以 上 は,「 土 幕」 地 区 が 生 成 して 都 市 内 で特 定 の空 間 を 占 め,そ れ が 再 生 産

され る構 造 を表 わ す もの で あ る。 「土 幕 」 地 区 居 住 者 を生 み 出 した のは 農 村 に

お け る貧 困 で あ る。 そ して 彼 らは 都 市 にお い て低 賃 金 労 働 力 と して,た と えば

官 民 の 都 市 建 設 に象 徴 され る よ うな 「フ ォ ーマ ル セ クタ ー」 と有 機 的 に結 合 し,

都 市 内 で の ミク ロな 分 業 体 系 の 一 翼 を担 う こと に よ り,資 本 蓄 積 に寄 与 して い

る。 この こ とが 彼 ら を存在 せ しめ,再 生 産 させ て い るの で あ る。 ま た,こ の

「フ ォ ーマ ル セ クタ ー」 が 活 況 を呈 す る に至 った 背 景 に あ る の は,当 時 の 円 ブ

ロ ック大 の マ ク ロな 分 業 体 系 の 再 編 成 で あ り,こ の意 味 で これ らの ミ ク ロな分

業 体 系 は マ ク ロな分 業 体 系 の 一 分 肢 を成 して い る の で あ る。

ま た,彼 らは 河 川 敷 や 急 傾 斜 地 な どの都 市 内 の特 定 の空 間 を 占有 して い た が,

、

16)こ の報告 では賃 労働 と小 自営業 の区別が 明確 ではないが,零 細 自営業 は下請や 出来 高制に よる

注文 な どの もとで収入 を得てい る場合が 多いため,賃 労働 との 明確 な区別 は必ず し も必要ない と

考 え られ る。 この点 について は(Moser1984p.ユ47)を 参照。 また この下請や受注 関係 は,都

市雑 業層 と 「フ ォーマ ルセ ンター」間の 関係 を明確 にす るが,こ の点は得 られた資料 では明確に

し得 なか った。
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この 空 間 の 占有 は,た だ単 に そ の空 間 の 入手 条件 の み を意 味 す るの で は な く,

そ の 再 生 産 と深 く関わ って い る。都 市 内 の ミク ロ な分 業体 系 の 細分 化 は,「 土

幕 」 地 区 内 で の商 業 活 動 や,急 傾 斜 地 に 立地 す る 「土 幕」 地 区 で の 水運 びの よ

うな労 働 を も生 み 出 した。 これ らの 労働 は そ の空 間 にお い て低 廉 な消 費 財 を供

給 す る こ とに よ り,低 賃 金 労 働 力 の再 生 産 を支持 して い るの で あ る。

京 城 府 内 の都 市 雑 業 層 は,以 上 の よ うな様 相 を呈 して い た 。 もっ と も こ の

「土 幕 」 地 区 は大 恐 慌 後 に 突如 と して京 城府 に現 れ た わ け で は ない こ.とは 付 言

して お か なけ れ ば な らない 。 流 民が 生 活 す る空 間 が都 市 内 で形 成 され るの は 太

古 か ら見 られ る現 象 で あ る。 前 述 の1942年 発 行 の 資料(3>に よ る と,「 今 日見 る

様 な土 幕 の発 生」 は.日 韓 合 併 以 後 の こ とで あ り,1920年 代 後 半 ごろか ら社 会

問 題 とな った よ うで あ る。 当時 の朝 鮮 新 聞社 会 部 長 の野 崎 真 三 は,「 貧 民窟 の

人 達 な し に都 市 の ブル ジ ョア ジ ーが 絢 爛 と華 麗 な王 宮 を営 み得 るで あ ろ うか 」

と述 べ て1925年 末 の警 察 の 調査 を もとに 京 城 の貧 民 窟 の実 態 を報 告 して い る17》。

こ こに は51地 区 の貧 民 窟 が報 告 され て お り,そ の 中 に は 資料 ③ に も登 場 す る地

区 も垣 間 見 られ る。 しか し,報 告 され て い る地 区 は規 模 が 小 さ な ものが 多 く,

5ユ地 区 の総 戸 数 は1008戸 で,資 料 〔3)の報 告 と比 較 す る と署 し く少 な い。 さ らに,

51地 区 の うち13地 区 の約400戸 は,こ の調 査 の直 前 の漢 江 大 水 害 に よ り家 屋,

財 産,肉 親 を失 っ て貧 民 窟 に居 住 す るに至 った もの で あ る。 さ らに 居住 者 が従

事 す る職 業 を見 る と,前 述 の資 料 ③ で報 告 され て い る職 業 と同 一 の もの も多 い

が,大 き く相 違 す るの は、 農 業 の従 事 者 の存 在 で あ る。 こ こで は ユ804人 を対 象

に した 調 査 で 「農 事 小 作 人 」 が343人,19.0%を 占 め て い る。 資 料(3>で は 「農 家

雇」 が 男 子 で736人 の うち2名,.女 子 で83人 の うち3名 が挙 げ られ て い るに す

ぎ ない 。 両 者 の 調 査 基 準 が 相 違 して いた 可 能 性 が あ る もの の,こ の こ と は,

1920年 代後 半 で は 未 だ 前 述 の よ うな都 市 雑 業 層 を存 立 させ る客 観 的 条 件 が 欠 如

して い た た め,都 市 近 郊 に お い て 毛過 剰 労 働 力 が 農 業 に 吸収 され ざ るを え な か

っ た こ とを示 して い る と言 え よ う。 この こ とは 大 恐 慌 後 の都 市 雑 業 層 の膨 張 の

17)野 崎真三,京 城貧民窟について,「 朝鮮公論」1926年3月
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性 格 を 明確 にす る と言 え よ う。

大 恐 慌 後,円 ブ ロ ック大 の 分 業 体 系 の 再 編 成,す なわ ち新 しい分 業 体 系 の構

築 は,朝 鮮 とい う空 間 に お い て,一 方 で 都 市 を構 築 し,他 方 に お い て都 市 を生

成 せ しめ た と言 うこ とが で き よ う。 前 者 は そ の分 業 体 系 構 築 の意 図 と直 結 して

い た一 方 で,後 者 は そ の 分 業 体 系 構 築 の意 図 を超 え て い た と考 え られ る。 これ

を明 確 に す るた め に,30年 代 後 半 よ り朝 鮮 半 島 で も盛 ん に な った都 市 計 画 に触

れ て み る こ と とす る。

1934年 に朝鮮市街地計画令が雍布された。 これは 「既成市街地の改良よりも,

寧 ろ其 の拡 張 と新 た な る市 街 地 の創 設 とに 重 き を置 いて い る」18)も の であ り,

新 工 業 都 市 ・港 湾 都 市 を構 築 しよ う とす る もの で あ った 。 ま た これ は,市 街 地

計 画 区 域 内 で工 業 用 地 を造 成 す る場 合 には収 用 令 を適 用 で き る こ とを定 め てお

り,構 築 へ の強 制 力 に法 的根 拠 を与 えて い た 。 これ に基 づい て早 速 破 鏡 北 道

の羅 津 府 の市 街 地 計 画 が 発 表 され た19,。 羅 津 は 以 前 は寒 村 に過 ぎ なか った が,

1932年 に満 州 と結 ぶ鉄 道 が 開 通 して か ら,満 州 へ の 外 港 とし て急 拡 大 した 町 で

あ った 。 つ い で1936年3月 に 同 じ く威 鏡 北 道 の滑 津 に市 街 地 計画 が発 表 さ れ た 。

これ は1465万m2に わ た って 工 場 用 地 ・道 路 ・住 宅 地 を造 成 す る もの で,朝 鮮

で は 京 城 に次 ぐ規 模 の市 街 地 計画 で あ った2。)。こ こに は 既 に従 業 員数 万人 規模

の 日本 製鉄,三 菱 鉱 業,大 日本 紡 績 の 工 場 建 設 が進 ん で いた 。

そ し て同 年12月 に京 城 府 に も1600万 坪 に わた る土 地 区 画整 理 区:域が 公布 され

た 。1937年 度 よ りま ず 三 地 区 で区 画 整 理 に着 工 した がpこ の なか の一 地 区 は,

「土 幕」 地 区 が 含 まれ る地 域 を 「府 内 の官 庁,会 社,銀 行 の 中流 勤務 者」 を対

象 に した 住 宅 地 に造 成 す る もの で あ っ たE1)。 これ に は地 区 内 の 「土 幕 民」 を移

転 させ る必 要 が あ っ たが,こ れ ほ 資 料 ③ に よる と 「種 々 の事 情 の た め 円滑 な進

捗 を見 なか った(p.47)」 。 この よ うな 状 況 の もとで.実 務 担 当 者 は 「如 何 に し

18)(榛 葉1938)に よる,榛 葉孝平 は朝 鮮総 督府土 木課長 であ った。

19)(鈴 木1937)に よる。

20)(広 田1938)に よる。

2ユ)(根 岸1941)に よるn
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て 彼 等(「 土 暮 景」 の こ と=筆 者)を 立 退 か し め るか,ま た如 何 に して彼 等 の

住 む べ き土 地 を見 出 してや る か が大 き な問題 な の で あ る」 と述 べ てい る22㌔ こ

う して 「(京城 で は 日筆 者)今 日に於 て は 細 民 階 級 の 多 い こ と と,⊥ 幕 民 の 少

なか らぬ こ とは 都 市 計 画 上 忘 れ て は な らぬ事 柄 」 と な り2a),前 述 の 朝 鮮 市 街 計

画 令 の 当 初 の 理 念 に反 して,こ こで は 「土 幕 」 対 策 が都 市 計 画 に大 き く関 わ る

よ うに な った の で あ る。

この よ うに,京 城 府 に お け る都 市 の生 成 は,構 築 の意 図 を超 え,さ らに それ

に制 限 を加 え る もの で あ った。 成 鏡 道 の場 合,都 市 の構 築 は この よ うな生 成 に

よ る制 限 を受 け るこ とは な か った。 しか し こ こ で も構 築 の意 図 は,制 限 を受 け

る こ とな く 自己 の理 念 を実 現 し得 た わ け で は な か った 。 こ こ で制 限 と な っ た の

は,構 築 の意 図 を実 現 さ せ る資 本 そ の もの であ った 。 北 部 の 都 市 建 設 に偉 莫 大

な資 本 が 必 要 で あ り,構 築 の意 図 の ご と く資 本 を投 入 す るの に困 難 を伴 っ た。

前 述 の羅 津 府 は都 市 計 画 の財 源 不 足 に苦 しみ,日 本 国 内 と朝 鮮 を通 じ て初 め て

土 地 増 価 税 の徴 収 に踏 み 切 った脚 。 この 資 本不 足 を補 っ たの が低 廉 な朝 鮮 人 労

働 力 で あ っ た と考 え られ る。1930年 代 の朝 鮮 内労 働 力 移 動 は,構 築 の 意 図 を一

面 では 支 え,ま た一 面 で は制 限 を 加 え た とい え よ う。

IVお わ り に

大 恐 慌 後,日 本 は 円 ブ ロ ック大 の マ ク ロ な分 業 体 系 の 再 編 成 に迫 られ,そ れ

に対 応 した形 で の現 地 の分 業 体 系 の構 築 を意 図 した 。 そ の意 図 され た 構 築 は,

京 城 府 の よ うな既 存 の分 業 体 系 が 凝縮 した 空 間 にお いて は,意 図 せ ざ る分 業 体

系 の変 化 を生 み 出 した。 この新 し く生 成 した 分 業 体 系 で あ る都 市 雑 業 層 は,ミ

ク ロな都 市 内 の分 業 体 系 の,さ ら には マ ク ・な分 業 体 系 の最:底辺 に位 置 す る こ

とに よ り全 体 の蓄 積 に寄 与 した とい え よ う。 しか し この 生 成 は,都 市 内 に お け

る構 築 へ の意 図 に対 す る制 限 に も な った 。 これ に対 して,朝 鮮 総 督 府 が如 何 な

22)(高 本1939)に よる。高本春太郎は京城府都市計画課に勤務していた。

23)(榛 葉 ユ938)による。

24)(鈴 木1937)に よる。
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る対 策 を と った か に つ い ては まだ 明 らか に し得 て い な い 。 しか しそ の 原 因 の一

端 が農 村 の過 剰 人 口圧 力 にあ る こ とは 朝 鮮 総 督 府 も理 解 して い た 。 した が って

そ の緩 和 の た め に1935年 よ り総 督 府 は 満 州 へ の 農 業 移 民 を推 進 したが,こ れ は

都 市 雑 業 層 の 拡 大 に 対 す る間 接 的 な対 策 と考 え る こ と もで き る。 しか し これ は,

そ の基 盤 を変 革 す る こ と な く制 限 を外 部 へ 移 転 しよ うと す る もの で あ った 。 し

か し,こ の制 限 を外部 へ移 転 して しま うこ とば 困難 で あ った 。 この後 も,朝 鮮

内 の労 働 力移 動 や 朝 鮮 か ら日本 へ の労 働 力 移 動 は変 わ る こ とな く続 い た の で あ

る25)。 この両 者 と満 州 へ の 移 動 の それ ぞれ の関 係 を,円 ブ ロ ッ ク大 の マ ク ロな

分 業 体 系 の再 編 成 と,そ の 一 分 肢 で あ る現 地 の分 業 体 系 の構 築 との観 点 か ら把

握 す る こ とが 必 要 と考 え られ る。 この点 は 今後 に期 した い。(1991.3.24脱 稿)
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